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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

40 53 93

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

整形外科 内科 外科 脳神経外科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 40 53

2025年 53 40

主な病院機能　　　

がん 徳大・県中等と連携し、抗がん剤治療、リハビリ、社会復帰、ターミナル受け入れ。

脳卒中

心血管疾患

骨折

糖尿病

救急 救急告示病院　救急輪番病院　

婦人科 がん検診、婦人科疾患（思春期から老年期）

歯科 歯の治療　予防　

災害 災害時医療支援活動指定病院

在宅 在宅療養支援病院　

かかりつけ医

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

回復期、維持期を担う病院

病院の機能・役割と今後について

医療法人　有誠会　手束病院

徳島県名西郡石井町石井字石井４３４番地１

手束　直胤

〇地域包括ケアシステムの構築に向け、当院が率先して地域医療の連携に取り組
む。
〇両病棟共に、急性期病院、在宅の後方支援を担っており、療養病棟では在宅復
帰困難な重症患者を受け入れている。（人工呼吸器、気管切開他）
「治療」「在宅復帰」、「リハビリテーション」「見取りを含めた終末期」「かかりつけ医」
など、複数の機能をもつ多機能型の病院として地域包括ケアシステムの中心で医
療・介護を提供していく。

〇人員（看護師）が確保できれば、一般病床（５３床　内１２床は地域包括ケア入院
医療管理料）、療養病床４０床に変更予定。人員が確保できなければ、現状維持。

回復期、維持期を担う病院

治療、リハビリ、骨粗しょう症の治療

治療、重症化予防、合併症の治療

日常的な診療を総合的に継続　

〇後方支援の役割を担う医療を提供。（急性期病院、在宅、施設などの療養継続）
〇救急医療をはじめ、在宅療養中の高齢者などが必要に応じてスムーズに入院が
できるよう体制整備を図っている。
〇地域医療を支える役割を担うとともに、医療・福祉・介護・予防・生活支援を一体
的に提供するトータルケアシステムを築いてきた。（関連施設に介護保険施設、介
護福祉施設、身障支援施設など）

〇石井町にある唯一の病院として地域に貢献できるよう、他医療機関、他施設等と
の連携を強化する。
〇地域包括ケアシステムの実現に向け、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人
生の最後まで続けることができるよう地域の方々と一体となり取り組んでいく。
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

178 0 178

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 120 58

2025年 120 58

主な病院機能　　　

脳卒中

整形疾患

内科的疾患

心疾患

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

回復期から維持期にかけての高齢者医療を提供。特にﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝが必要な方々に対して
医療・介護サービスを提供している。また要介護保険者に関しては、施設・在宅サービスを提
供。
（令和2年10月介護療養型医療施設から介護医療院へ90床転換）

人員的な問題により、回復期病棟においては、全ての希望者を受け入れることが出来ない
時期がある。職員確保、体制整備に努めている。

亜急性期から慢性期にかけての患者の受入れ。
在宅復帰した方々に介護サービスを提供。

現状維持し地域医療・介護へ貢献。

回復期、維持期を担う病院。

回復期、維持期を担う病院。

回復期、維持期を担う病院。

回復期、維持期を担う病院。

病院の機能・役割と今後について

医療法人徳寿会　鴨島病院

徳島県吉野川市鴨島町内原４３２

浅野　登
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

37 60 97

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

整形外科 内科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 37 60

2025年 37 60

主な病院機能　　　

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

医療活動の3本柱を中心として質の高い医療を効率的に提供します。 
１） 高齢者医療福祉・在宅医療の医療圏における拠点としての役割 
２) 運動器疾患および脳血管障害への総合的取り組み
３) 県下のセンター的役割としてのリウマチ性疾患への取り組み
保健・予防・健康づくり活動の充実 
外来診療体制の確立 
病床体制の効率的運営 
リハビリテーションの強化・充実 
地域連携室の強化と診療実績の向上による地域連携の推進 
徳島県ならびに吉野川市および阿波市保健・福祉行政との連携

患者様に分かりやすく、リハビリテーションを中心としてQOLを高める医療を実現し
ます。
回復期リハビリテーション病棟、療養病棟として中・長期療養にふさわしい療養環境
を整備し、リハビリテーション機能の更なる充実と職員の資質向上を図りながら物
的、人的両面から患者様や利用者の方々、ご家族、地域住民の生活を支えるよう
努力する。

病院の機能・役割と今後について

医療法人青鳳会　美摩病院

徳島県吉野川市鴨島町上下島４９７

理事長　美馬紀章
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

35 35

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 整形外科 小児科 外科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 35

2025年 35

主な病院機能　　　

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

リハビリテーション

小児

在宅

健康診断

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望
・令和5年6月より、介護療養病床（10床）を医療療養病床に一本化（合計35床）し、
医療の必要な慢性期患者の積極的な受入れ対応をする。

・主に慢性期患者等の受入れ、また急患や高度な医療の必要な患者の急性期病
院等への紹介などの医療の提供。
・急性期、回復期療養後の患者の入院受入れ。
・在宅療養中の患者の体調変化等があった場合に必要に応じてスムーズに入院が
できるよう体制整備を図っている。

・人口減少の大きい地域で、また病院・診療所の減少するなか、一定水準の医療・
福祉・介護・予防・生活支援等の継続的な提供を行う。
・地区医師会と連携し、地域の病院、診療所との役割分担を考えていく。

・慢性期の医療機関として一定水準の外来診療・入院診療の提供。
・病院、診療所の減少する地域において、急性期病院とのパイプ役、地域密着促
進、高齢者等幅広いニーズへの対応、予防検診の強化、在宅支援機能の強化など
を行いう。

病院の機能・役割と今後について

医療法人博美会　大野病院

徳島県阿波市土成町土成字南原231番地

理事長　大野　孔文

慢性期を担う病院

慢性期を担う病院

慢性期を担う病院
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

産婦人科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

周産期

婦人科

小児

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望
安全で良質な医療を提供できるように努め、地域の女性の生涯を通じて健康管理
を担う医院でありたい。また、産後ケア（母体の健康管理や授乳・育児指導など）に
も力を入れていきたい。

女性のヘルスケアの一端を担う。ハイリスク妊娠・分娩に関しては速やかに基幹病
院へ紹介（搬送）し、婦人科疾患においても手術などが必要な場合は基幹病院へ紹
介する。

妊娠・分娩にあたり、他の医療機関や市町村との連携をより一層強化すると同時
に、医療の安全の向上を図る。

基幹病院、近隣医療機関、市町村とも緊密に連携して地域に根ざし、身近な地域で
安心して出産ができる環境を提供できるようにする。

病院の機能・役割と今後について

医療法人　遠藤産婦人科

徳島県名西郡石井町石井字石井513-1

理事長　遠藤聡子

妊婦健診及び分娩（帝王切開手術含む）、切迫流早産と重度の悪阻に対する入院治療

里帰り出産、セミオープンシステムを希望する患者の妊婦健診

子宮がん検診、婦人科疾患の診療

子宮頸がんワクチン接種、市町村等より委託された子宮がん・乳がん検診

生後1ヶ月健診までの診察
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （19） （　     　　　　） （　     　　　　） （19）

主な診療科目 1 2 3 4

整形外科 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 内科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状

2025年

主な病院機能　　　

整形外科

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

回復期・維持期機能の医療を提供

他施設との連携を強化し、役割を担う

地域密着促進、高齢者等幅広いニーズへの対応
在宅支援機能の強化

地域医療ニーズの変化に対応する

休床中

休床予定

回復期（手術後の回復期含む）・維持期を担う病院

病院の機能・役割と今後について

石岡整形外科

徳島県名西郡石井町高川原字桜間215

石岡　博文
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

10 10

（うち非稼働病床） ( 10 ) （　     　　　　） （　     　　　　） ( 10 )

主な診療科目 1 2 3 4

産婦人科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 10

2025年 10

主な病院機能　　　

産婦人科 外来診療

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

看護師、助産師不足のため分娩を中止している。夜間の当直者確保ができない。

看護師、助産師が確保できれば分娩、入院、を再開する可能性あり。

産婦人科外来

病院の機能・役割と今後について

なかたに産婦人科

名西郡石井町石井字石井554-7

中谷宏行
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 整形外科 リハビリテーション科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

がん 緩和ケア

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

精神疾患

在宅

整形疾患

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望 今後の多様化する地域医療におけるニーズに対応できるよう体制整備の強化。

かかりつけ患者及び自施設の高齢者が体調を崩した際に必要に応じて入院受け入
れを行っている。
また、高次医療機関からの急性期リハの受け入れを行っている。

より幅広い患者の受入が可能な体制強化等を図り、地域医療を支える役割を担う。

医療・介護・生活支援に取り組み、地域のかかりつけ医としての機能、高齢者を含
む幅広いニーズへの対応。

病院の機能・役割と今後について

石井虹の橋クリニック

徳島県名西郡石井町石井字石井231-1

高川　冬木

回復期・慢性期を担う病院

維持期を担う病院

教育入院・外来治療

外来治療

在宅療養支援診療所

回復期・維持期を担う病院
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

小児科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

小児

心血管系

糖尿病

呼吸器系

がん

肝疾患

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

医療法人　伊勢内科小児科

徳島県名西郡石井町石井字石井726番地7

伊勢　和子

急性期感染症　　慢性疾患（心臓　腎臓　肝臓）

糖尿病　肥満　喘息　ｱﾚﾙｷﾞｰ性鼻炎の治療

回復期のコントロール　維持　急性期心疾患

血糖コントロール

呼吸困難の改善

疼痛緩和

慢性肝炎のコントロール

急性期感染症や慢性疾患の急性増悪に対して、医療を提供する。
急性期の患者に対して入院加療を行う。

コロナ感染症患者の入院が困難な為、将来的には受け入れ可能にする為、準備を
行う。

在宅支援を強化する
予防接種事業の強化

看護士、介護士の確保が困難となっており持続可能かどうかの判断を迫られてい
ます。
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 外科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

（医）佐々木外科内科

名西郡神山町神領字東野間112-2

佐々木　眞人

内科一般、外科、整形、小児科処置

現行のまま

特になし
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　    　　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

外科 内科 整形外科 小児科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

がん

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

精神疾患

救急

小児

周産期

災害

へき地

在宅

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望
慢性期医療の機能を継続しながら、発熱外来等の急性期における対応も充実させ
ていきたいと思います。

在宅支援診療所３

地域におけるかかりつけ医として、外来・入院・在宅医療を提供しています。

医療・福祉・介護・予防・生活支援を提供する体制を、構築していきたいと考えてい
ます。

地域におけるかかりつけ医としての機能を強化して、信頼される医療機関としての
役割を果たしていきたいと思います。

病院の機能・役割と今後について

神山医院

徳島県名西郡神山町下分字今井163

河野宗夫

糖尿病認定医
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

12 7 0 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 整形外科 リハビリテーション科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 12 7

2025年 12 7

主な病院機能　　　

在宅 在宅療養支援診療所

リハビリ

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

中谷医院

徳島県名西郡神山町神領字西野間23-1

医療法人中谷医院　理事長　中谷哲也

脳血管疾患等リハビリテーションⅢ

運動器リハビリテーションⅡ

〇軽・中等度の救急患者等の受入を始め地域のかかりつけ医として初療を担当
〇在宅療養中の高齢者等の緊急受入や急性期治療後の入院療養、リハビリ等の
提供ができるよう体制整備を図っている。

救急医療の機能を含め地域医療・介護を支える役割を担うとともに地域包括ケアシ
ステムの核となるべく体制を強化する。

ケアミックス施設として医療・福祉・介護・予防・生活支援を一体的に提供する体制
強化と連携の推進に取り組む。

〇人口減少地域での人材育成とマンパワーの確保
〇住民への情報提供、予防・教育を図り住み良い町づくりに取り組む。

13



病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　   なし　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　    なし　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 外科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

がん

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

精神疾患

救急

小児

周産期

災害

へき地

在宅

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望 ◯現状維持

支援を考えている

なし

在宅療養支援診療所

◯在宅療養中の高齢者が体調を崩したときに、必要に応じてスムーズに入院でき
るよう体制整備を図っている。

◯看護師、事務員等の人手不足
◯設備の老朽化

◯地域医療のニーズに早急に対応する

なし

病院の機能・役割と今後について

さくら診療所

徳島県吉野川市山川町前川212番地6

医療法人さくら診療所

慢性期のみ

慢性期のみ

慢性期のみ

なし

かかりつけのみ

なし

慢性期のみ
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

13 6 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 外科 整形外科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状

2025年 4 15

主な病院機能　　　

がん 終末期

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

精神疾患

救急

在宅

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

谷　医院

徳島県吉野川市山川町建石158

谷　能也

慢性期患者を中心に、軽度救急患者の受入も実施

慢性期

慢性期

軽度糖尿病

軽度認知症

軽度の救急、亜急性期救急

軽度救急患者の受入を始め、回復期・慢性期を担う診療所として、医療を提供。
在宅療養中の高齢者が体調を崩したときに、必要に応じてスムーズに入院できる
体制。

地域医療を支える役割を担うとともに、医療、福祉、介護、予防、生活支援を一体
的に提供する地域包括システムの連携を強化する。

地域密着促進、高齢者等幅広いニーズへの対応。

訪問診療
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 循環器科 消化器科 リハビリテーション科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

がん 緩和ケア 看取り

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

精神疾患

救急

在宅

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

鈴木内科

徳島県吉野川市鴨島町敷地14-1

鈴木直紀

回復期、維持期

回復期、維持期

インスリン導入、栄養指導

認知症の診療

なし

在宅療養患者さんの緊急入院に対応するため、現在の一般病床を維持したい。

在宅療養支援診療所

在宅療養支援診療所として訪問診療、往診などを行っている。在宅で診ている患者
さんの急病に対応し、急性肺炎や心不全などの急性期疾患もみている。入院に占
める緊急入院の割合は約７０％である。在宅復帰強化型有床診療所として、急性期
病院から転院された患者さんの在宅復帰を支援している。在宅復帰率は85％程度
である。急性期病院や総合病院から紹介された抗がん剤治療の適応の無い患者さ
んや末期心不全の患者さんを、在宅や入院で看取っている。

医療と介護の連携を推進するため、市や包括支援センターなどとも協力し、在宅医
療、介護、認知症などの問題に対応していく必要がある。高齢者の在宅での看取
り、がんや心不全の緩和ケアなどについて、対応が必要である。食欲低下、めまい
などの比較的軽い症状だが、急性期病院には入院できない軽症患者さんの入院対
応を行っているが、人員不足で対応できていない場合もある。

急性期病院からの転院受け入れ、在宅復帰支援。在宅患者さん、通院患者さんへ
の在宅療養支援、看取りや緊急対応。地域住民へのワクチン接種や健診など地域
住民への健康維持、啓発活動
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

11 8 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 呼吸器内科 循環器内科 消化器内科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 11 8

2025年 11 8

主な病院機能　　　

がん

脳卒中

心血管疾患

糖尿病

精神疾患

救急

小児

周産期

災害

へき地

在宅

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

中西内科クリニック

徳島県吉野川市山川町川東88番地1

中西　二郎

慢性期を担う病院

回復期、維持期を担う病院

教育入院

慢性期を担う病院

慢性期を担う病院

変更なし。

在宅復帰機能強化加算

回復期、慢性期機能を担う病院として医療を提供し、在宅復帰や施設入所へのサ
ポートを行っている。

地域の病院や施設との連携を強化することで、各患者に対してより良い医療、介護
の提供を目指す必要がある。

回復期、慢性期のサポートのみならず、その後の在宅復帰や施設生活に向けたか
け橋として機能維持
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

眼科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

眼疾患 合併症等の治療を行う診療所

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望 眼疾患患者への継続的な医療の提供。

眼疾患（急性期も含む）患者に対し状態の早期安定化に向けて医療を提供する。

地区医師会等と地域の病院、診療所等との連携をより一層強化する。

地域医療連携の推進、地域密着医療の促進に取り組んでいく。

病院の機能・役割と今後について

糸田川眼科

徳島県吉野川市鴨島町鴨島526

糸田川誠也
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （　  19　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

コロナ病床

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 0

主な病院機能　　　

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

杏和医院

徳島県吉野川市鴨島町西麻植字麻植市40-6

宍戸　和代

新型コロナウイルス感染症重点医療機関として運営していたが、2023年9月末にて終了。

新型コロナウイルス感染症重点医療機関として運営していたが、2023年9月末にて終了。
  現在は、休床としている。

自院で継続して運営するには、設備、医療資源、人員配置などの効率性が悪く、必要な医
療を有効的に提供することが困難と考えており、設備、人員などの環境が整った病院等と合
併して運営できることが、限られた地域医療の資源を有効的に利用できると考えており、将
来的には岩朝病院との合併を予定している。

・地域包括ケアシステムの構築に向け、当院が率先して回復期機能を始めとした地域医療
連携の推進に取り組み、介護・福祉施設等とも連携を図る。

・鳴門市の岩朝病院の病院新築移転に伴い、岩朝病院と合併し、本医院病床の内18床を
移転をする。
・これにより有床診療所の医療提供の非効率性と地域課題を解消する。
・医療機能としては一般病床18床を、不足している回復期病床への転換を図り、地域医療
ニーズの変化に対応する。
・また、新たに設置される「新興感染症等の感染拡大時における医療」を提供できる体制を
整備する。
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

19 19

（うち非稼働病床） （12） （　     　　　　） （　     　　　　） （12）

主な診療科目 1 2 3 4

内科 外科 整形外科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 19

2025年 19

主な病院機能　　　

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

在宅療養の困難（心不全・呼吸不全）の入院
外科・整形の急性期の入院

後継者は不在
医療介護の両面が活せる役割を担う

2025年にむけては、特に展望はありません、

病院の機能・役割と今後について

中山医院

徳島県阿波市吉野町柿原字ﾉﾀ原42

中山　公司
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病院名

所在地

開設者

許可病床数（床） 一般 医療療養 介護療養 合計

15 15

（うち非稼働病床） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　） （　     　　　　）

主な診療科目 1 2 3 4

内科

病床機能（床） 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

現状 15

2025年 15

主な病院機能　　　

がん

在宅

救急

自施設の現状

自施設の課題

地域において今後担う
役割

今後の展望

病院の機能・役割と今後について

医療法人　御所診療所

徳島県阿波市土成町吉田字原田市の四31番地

加藤修司

有床診療所緩和ケア診療　

在宅療養支援診療所（強化型）

夜間緊急体制あり

在宅療養支援を強化し地域医療の幅広いニーズに応えていく

・在宅療養中の患者が体調を崩したとき、必要に応じてスムーズに入院ができるよ
う体制整備している

・近隣の有床診療所と連携し患者情報を共有して在宅療養支援を行っている

・地区の病院、医師会等との連携を一層強化し、他の医療機関との役割分担を担っ
ていく

・地域包括ケアシステム構築の一端を担い、医療・福祉・介護・予防に積極的に取り
組んでいく
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